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1 担当課（館）

① 教育総務課

② 教育総務課

③ 教育総務課第一中学校へのエレベーター設置工事

重点施策個別表

小中学校施設の大規模修繕の実施

安全で快適な教育の場としての学校施設の整備充実

耐震補強工事の実施

活動内容

自己評価

重点施策

推進目標

　二次診断の結果、耐震補強工事が必要とされた小学校２校（桂城、城南）、中学
校４校（花岡、南、比内、田代）のうち、本年度は緊急性の高い比内中の耐震補強
工事と、桂城小及び田代中の実施設計を行う。

　比内中特別教室棟の耐震補強工事は２１年６月に着工し２２年１月に完成、桂城
小及び田代中の実施設計は６月に委託し８月に完成している。
 経済危機対策関連事業の前倒しで２１年度事業として桂城小、田代中の耐震補
強工事を実施することとし２２年２月に工事を発注している。
 国の緊急経済対策事業を利用し、計画を前倒しで進めることができた。

安全でゆとりと潤いをもたらす教育環境の整備充実

活動内容 　経年劣化が著しい有浦小体育館屋根修繕、強風により屋根の一部がはがれた
扇田小体育館の屋根補修工事を実施する。

自己評価 　有浦小屋根修繕については、２０年度修繕で一部残った分の工事を２１年４月に
着工し６月に完成させている。
 また、扇田小体育館の屋根補修については７月に着工し９月に完成させており予
定どおり行うことができた。
　ただ、学校行事の都合で着工が遅れるなどしたことから、今後は学校との連絡を
密にして工事を行いたい。

活動内容 　第一中学校を肢体不自由生徒のための拠点校とするため、車椅子対応のエレ
ベーターを設置する。

自己評価 　第一中学校のエレベーターについては２１年５月に着工し９月に完成している。
更に肢体不自由生徒のための拠点校としての機能の充実を図るため、体育館や
プール等の入口に車イス用のスロープを設置した。
 生徒の健全な学校生活を確保するため学校と一体で早期に取り組むことができ
た。
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2 担当課（館）

① スポーツ課

② スポーツ課

③ スポーツ課

④ スポーツ課

  田代野球場バックスクリーン塗装工事については、９月着工､１０月完成、競技に
支障もなく完成することができた。

活動内容 　大館野球場に隣接している住宅へ、フェンスネットが低くボールが当たるため、
防球ネットの設置工事を実施する。

自己評価   大館野球場防球ネット設置工事については、６月着工､６月完成、レフト外野側の
住宅前に設置し一部住宅への落下が解消できた。
　しかし、まだ防護できない住宅もあることから、来年度以降も引き続き取り組んで
いきたい。

大館野球場防球ネット設置工事　

活動内容 　経年劣化が著しい達子森野球場ゴムラバーフェンスの塗装工事を実施する。

自己評価   達子森野球場ゴムラバー塗装工事については、２年計画の１年目の工事で、８
月着工､９月完成、秋の大会に影響がないよう短期間で完成させることができた。

 田代野球場バックスクリーン塗装工事   

活動内容 　経年劣化が著しい田代野球場バックスクリーンの塗装工事を実施する。

自己評価

健康維持管理増強の場としてのスポーツ、レクリエーション施設の整備充実

長根山陸上競技場整備改修計画

活動内容 　長根山陸上競技場の公認更新工事に際し、地域活性化・経済危機対策臨時交
付金事業認定を受け、平成２３年度までの計画を１年短縮、経年劣化したトラック
走路の１００ｍスタート部分過ぎからウレタンオーバーレイ（Ａ＝１，２７５㎡）などの
整備を実施する。

自己評価   長根山陸上競技場2種公認更新工事については、平成２３年度までの計画を１年
短縮し今年度分は９月着工､１２月に完成し、２２年度春の各種大会から使用でき
ることとなった。
　なお、２２年の秋には最終工事が予定されている。

達子森野球場ゴムラバーフェンス塗装工事 

重点施策個別表

推進目標

安全でゆとりと潤いをもたらす教育環境の整備充実

重点施策
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3 担当課（館）

① 教育総務課

② 教育総務課

③ 教育総務課真中公民館改修事業

活動内容  施設経年劣化により損傷の著しい公民館屋根の塗装工事を実施する。
　

自己評価 　各公民館等の施設の屋根塗装については、劣化損傷の状況に応じて計画的に
実施しているが、本年度は真中公民館の屋根塗装を６月～７月にかけて実施し完
成している。
　今後も計画に沿って順次対応していきたい。

重点施策個別表

推進目標

安全でゆとりと潤いをもたらす教育環境の整備充実

重点施策

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実

文化会館大ホール改修事業

活動内容 　施設経年劣化による損傷著しい文化会館大ホールの舞台機構（ベルト、ロープ、
滑車、幕地等）の改修工事を実施する。

自己評価 　文化会館の大ホールの舞台機構については２１年度、２３年度の２ヵ年で実施の
予定であったが、地域活性化・経済危機対策臨時交付金関連事業として２３年度
分を前倒して一括して実施することができた。
　改修工事は、２１年１１月に着工し２２年３月に完成している。
　国の補助を利用しながら大規模改修工事が順調に進み利用者の安全・安心を
確保することができた。

秋田三鶏記念館（仮称）の建設

活動内容 　国指定の天然記念物・比内鶏及び声良鶏と、県指定の天然記念物・金八鶏の保
護育成と啓蒙普及のため、秋田三鶏記念館（仮称）を建設する。

自己評価 　秋田三鶏記念館の建設については、２１年７月に着工し２２年１月に完成してい
る。２月には備品等の導入が行われ、3月から孵化、育すう作業が実施された。
　建設位置の最終確認で時間を費やしたが、その後の作業が順調に進み予定通
りの完成となった。
　三鶏の保存・育成のための拠点施設が完成したことにより、今後は活発な保存・
啓蒙活動を行うことができる。

３ページ


	①教育委員会点検＆評価
	１－１
	１－２
	１－３


